
がん遺伝子パネル検査にかかる料金のご案内

●検査の流れ●

1 主治医と検査について話をする

3 検体の検査

【検査期間】組織の場合：1ヵ月半ほど 血液の場合：2～3週間ほど

患者さんの検体が検査に適しているかを病院内で確認します（1週間程）
その後、外部の検査会社へ検体を提出し、検査を開始します

4 検査結果の検討（エキスパートパネル）

2 弘前大学病院にパネル検査のため受診（1回目）

料金：44万円（総医療費）
                3割負担の場合は 13万2千円
 1割負担の場合は 4万4千円

5 検査結果の説明のため受診（2回目）

料金：12万円（総医療費） 

3割負担の場合は 3万6千円
1割負担の場合は 1万2千円

パネル検査は保険適用になります！

作成：弘前大学医学部附属病院がん相談支援センター（TEL：0172-39-5174）

高額療養費制度が利用できます。
窓口でのお支払いはご自身の自己負担限度額までとなります

紹介状を作成し、弘大の新患予約をとる



高額療養費制度が利用できます

区分 適用区分（年収） 自己負担限度額 多数該当

ア 約1,160万円～ 252,600円＋(医療費－842,000円)×1％ 140,100円

イ 約1,160～770万円 167,400円＋(医療費－558,000円)×1％ 93,000円

ウ 約770～370万円 80,100円＋(医療費－267,000円)×1％ 44,400円

エ ～約370万円 57,600円 44,400円

オ 住民税非課税の方 35,400円 24,600円

区分 適用区分（年収）
自己負担限度額

多数該当
外来（個人ごと） 入院＋外来（世帯）

現
役
並
み

Ⅲ約1,160万円～ 252,600円＋(医療費－842,000円)×1％ 140,100円

Ⅱ約1,160～770万円 167,400円＋(医療費－558,000円)×1％ 93,000円

Ⅰ約770～370万円 80,100円＋(医療費－267,000円)×1％ 44,400円

一般 約370～156万円
18,000円

(年間144,000円)
57,600円 44,400円

住民税非課税世帯Ⅱ

8,000円
24,600円 なし

住民税非課税世帯Ⅰ 15,000円 なし

70歳以上の方の自己負担限度額

70歳未満の方の自己負担限度額

※ 同じ月に複数の医療機関等における自己負担額（70歳未満の方は21,000円以上）を
合算することができます。合算額が自己負担限度額を超えた場合、その超えた
金額が支給されます（支給まで3～6ヵ月程かかります）

● よくある例 ●

A病院で抗がん剤治療中。60歳で区分ウ (多数該当) の方が、組織検体を使用して
パネル検査を受ける場合。

A病院 弘大病院

1回目
治療費として
限度額44,400円
支払い済み

パネル検査代は134,000円
→窓口で限度額44,400円を

お支払い

2回目
治療費として
限度額44,400円
支払い済み

パネル検査代として
36,000円をお支払い

※ 医療機関でのお支払いがそれぞれ21,000円を超えているため、1回目の分は44,400円、
2回目の分は36,000円が後日(3～6ヵ月後)支給されます

A病院 弘大病院

約1ヵ月半後
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